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企業メセナ協議会では、

民間の芸術文化支援に関する

「メセナ活動実態調査」を

1991年より実施。

調査結果を「メセナリポート」に

まとめ、広く発表しています。
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調査の目的:企業が実施する

メセナ活動の実態ならびに意識を調査し、

現状を把握。継続的な調査を通じて

メセナ活動の動向を探る。

調査の対象:全国の上場企業、

非上場売上高上位300社 、

企業メセナ協議会会員企業、

メセナ アワード応募企業等、計4′ 287社

調査の実施時期:2010年4～ 6月

調査方法:郵送によるアンケート

調査
・
対象期間:2009年4月 1日～

2010年3月 31日 [2009年度 ]

有効回答数 :660社 [昨年度636社 ]

有効回答率 :154%[昨年度 145%]

メセナリポート
20■0

メセナ
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ノ｀、
業による芸術文化支援の実績、運営、意識について探る「実態調査」

」」
=ら

の20回目。2008年秋の「リーマンショック」以降、世界的な金融危

機を経た企業のメセナ実施状況について知る初の調査となりましたが、統計

上大きな変動はなく、全体として堅調な様子がうかがえます。今回は「メセナ

活動における社員参加」について、具体的な回答コメントを紹介。メセナを通

じて、社員が地域とかかわり、自社への誇りを感じた瞬間が伝わってきます。

図表中の「N=000」 は母数で

N=100%と なる。
「SA」 は単独回答、「MA」 は複数回答

無断転載を禁ず
`

図 11メセナ活動の実施状況および 1社当たりの平均メセナ活動件数の推移 [SA]
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図211社当たりのメセナ活動件数 [N=439]

227

6.6 245

L-1社当たりの
平均メセナ活動件数

31～ 100件 1.8%

101件以上 0.2%

2件

17.1%

■ は、本文中に図表を掲載しているもの。

□ は、図表は特に掲載していないもの。

メセナ(芸術文化支援)活動を
「行った」企業は439社
■ 有効回答企業660社。そのうち2009年
度にメセナ活動を「行つた」と回答した企業

は439社、「行わなかつた」と回答した企業

は221社であつた。

□ 調査回答企業におけるメセナ実施率は
665%(昨 年度73.0%)で あつた。調査対

象企業における実施率
*(無
回答企業をすべ

て未実施とみなす場合)は 10.2%(同 10.6%)

であつた。

*「調査対象企業実施率」は、調査票を配布した全企業に

対してのメセナ実施企業の割合。

l～5件の企業が7割

□ ・メセナ実施企業439社 の活動総数は

2′ 646件である (昨年度464社、2′ 822件 )。

■ メセナ実施企業1社当たりの活動件数は、

平均で6.0件 (同 6.1件 )、 中央値
*は 3件 (同

3件)であつた。

■…活動件数「1件」の企業が21.7%で、実

施企業の70.9%が「5件以下」である。

*中 央値とは、回答 (活動件数)を順に並べて中央 (今年
度は220番 目)にある値。
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メセナ活動の実施状況 [図 1]
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メセナ活動の芸術分野 [図 3]
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音楽が最多で美術、

伝統芸能が続く
■―メセナ活動総数 2′ 646件の芸術分野を

みると、「音楽」(39.2%)、 「美術」(263%)

が多く、次いで「伝統芸能」(9.2%)、「演劇」

(63%)となつた。

□ ・メセナ実施企業の約7割 (305社 )が、複

数の分野においてメセナ活動を行つた。

資金支援を行った

企業は74。3%
ロ メセナ活動の実施方法は、企業数ベー
スで「他団体への支援・提供」が354社

(80.6%)、「自主企画・運営」が27“土(629%)

となつている。実施件数ベースでは同じく、

1,786件 (675%)、 860件 (32.5%)であつ

た。

■ 「他団体への支援・提供」を行った企業
では、74.3%が「資金支援」を行つており、

資金以外の経営資源の提供を行った企業は

40.8%にのぼっている。

図31メセナ活動の芸術分野 [MA]

実施件数ベース [N=2′ 646]

60%    40     20      0
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表11メセナ活動の実施地域
[都道府県別][MA]

ブロック・ 企業数 プログラム数
都道府県名  (社)   (件 )[%]

60%

60%

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

長野県

新潟県

富山県

石川県

福井県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

50   91  [3.4]

63[168]離 演劇 覇□■園223[98]
60[158]圏  文学 目留日11198[87]
46[122]1]映怪」考Jョ

・
日□□169[74]

46[123]盟  舞踊 □日日壼16.4[72]

46[121咽轟掟樫物[顧日164[72]

36[94]憂 生活文化目踵144[63]

29[78]婚芸術※囲 114[50]

■9[51]1伝統的娯楽慶譜68[30]

18[47]IF 建築 爾爾16.8[30]
二   出巴

1.5[41]: 芸能 睡66[29]
8」 [215]盟最全般□日百層可目□273[120]
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※「複合芸術」は、複数分野の要素をあわせもつ活動を指す.

図41メセナ活動の方法 [MA]
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[0.9]

[0.7]

60%

実施件数ベース[N=2.646]

40     20      0

約 半 数 の 活 動 が 5年以 上 継 続

■…メセナ活動全2,646件 の開始年度をみ

ると、「新規」202%(534件 )、 「継続」

797%(2′ 108件 )であつた。

□―企業数ベースでは、32.1%(141社)が「新

規」のプログラムを実施している。

□ 5年以上継続しているプログラムは

51.6%(1,364件 )であり、10年以上のプロ

グラムは371%(981件)あつた。

全都道府県で実施、企業の半

数が複数地域で活動

■ メセナ活動は47都道府県全域で実施され、
地域を限定しない活動は155件、海外での活

動は67件あつた。

□ ―複数の都道府県で実施された活動は

234件 (8.8%)で あつた。企業数ベースで

みると、218社 (49.7%)が複数の都道府県

においてメセナ活動を行つている。

85[226]圏マ凛声‖[]EIIilli日12&7[126]
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※「資金支援」および「マンパワー」「場所」「製品 サービス」

「技術・ノウハウ」の提供は、他団体に対する場合を指す。

主催事業で発生した経費やスタッフ/自社施設/製品/技術等の使用は
すべて「自主企画 運営」に含まれるものとする。

図51プログラムの開始年度 [N=2.646]

1969年度以前に開始

3.9% [102]

不明

8.5%[226]

1970～ 79年度に開始

3.3% [88]

無回答

01%[4]

1980～84年度に開始

3196[82]

1985～89年度に開始
60% [159]

1990～ 94年度に開始
101% [268]

1995～ 99年度に開始
107% [282]

52  114

41   67

79  155

[4.3]

[25]

[59]

総数※3     4392′646[1000]

※1「海外」には現地で実施した活動に
加え、現地での展覧会の協賛など

も含む。

※2「地域を限定しない」には、公募地
域を限定しない顕彰・コンクール、

実施場所をもたない冊子・ウエプサ

イトの制作などが含まれる。

※3 -つの活動が複数地域で行われる
ものについては、企業数・活動件数

ともに重複している。

メセナ活動の方法 [図 4]

プログラムの継続性 [図 5]

メセナ活動の実施地域 [表 1]
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図611社当たりの平均メセナ活動費総額と活動費総額合計の推移

2.500          5′ 000          7,500
1′ 000′ 000       2,000,000       3.000,000

1社当たりの平均メセナ活動費構額

2009年度 [N=395]

2008年度 [N=408]

2007年度 [N=404]

2006年度 [N=421]

2005年度 [N=388]

2004年度 [N=372]

2003年度 [N=351]

2002年度 [N=320]

2001年度 [N=283]

2000年度 [N=266]

6,422 53億6,664

6,327 633

6,558 591

6,101

8,542 331憫責4,260′

活動費総額合計

21

6,967

※ 活動費総額が大幅に伸びた主な理由は、回答企業のうち2社から、2005年 度活動費として約 100億円が計上されたことによる。

図71メセナ活動費総額の分布
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1,000万円未満の企業が
過半数

■ 回答のあつた395社の活動費総額の分
布をみると、1,000万円未満の企業が54.5%

を占めている。1′ 000万円以上 1億円未満は

32.1%、 1億円以上は13.4%であつた。

□…中央値は760万円、最頻値*は 100万円

である (昨年度中央値878万 円、最頻値50

万円)。

*最頻値は、具体的な金額として最も多く回答された値。

1プログラム当たりの事業費は

100万円未満が過半数
□ ・メセナ活動1プログラム当たりの事業費は、

2′ 646件中計1,655件 について回答があつた。

□ 1プログラム当たりの平均事業費は799

万円であつた。金額の分布をみると100万円

未満のプログラムが546%を 占める。

10′ 000[万円 /平均]

4000′000[万円 /合計]
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図81メセナ活動の事業費の分布 [N=■ 655]

189
[313]

www.mecenavi.info

メセナビ

○『メセナビ』は、全国の企業約540社
・ 企業財団約230団体のメセナ活動に
関する総合データベースです。

2.5%
[42件 ]

|||

ご

各企業のメセナの方針や、

活動内容 (分野・地域など)について

検索できます。

2010年度調査に基く最新データは

12月公開予定。
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メセナ活動費総額 [図 6]

メセナ活動費総額の分布 [図 7]

メセナ活動の事業費の分布 [図 8]

※マンパワーや場所の提供などで「0円」と回答があった活動のみ。

3 M6c6nat Report 2010

6′ 389

6′ 645

2009年度の活動費合計は
395社で253億6,664万円
■…メセナ活動費総額については、メセナ実

施企業439社のうち395社 (90.0%)から回

答があつた (昨年度408社、880%)。     |
■ 回答のあつた395社の活動費総額の合 |
計は253億 6′ 664万円、1社当たりの平均 |よ

|
6′ 422万円であつた。2008年秋以降の金融

危機の影響が予算に反映されたと思われる

最初の年度となつたが、大幅な変動は現れな

かつた。

メセナ活動データベース



メセナ活動を行う目的 [図 9]
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図91メセナ活動の目的 [MA/N=439]
0 40 60 80

145]

図121メセナ活動の担当部署 [MA]

広報関連の部署

総務関連の部署

20 100%

「社会貢献の一環として」

が最多

■…メセナ実施企業439社にメセナ活動を行

う目的をたずねたところ、最も多かつた回答

は「社会貢献の一環として」(92.7%)であつた。

メセナ活動の基本方針を持つ

企業が55。8%
■ メセナ活動を行う上での基本方針を策
定している企業は、245社 (558%)であつた。

**各社の具体的な基本方針を「メセナピ」掲載(前頁参照)

メセナ活動の予算枠を決めて

いた企業が8割

■ 年度の始めにメセナ活動の予算を決め
ていた企業は、80.4%(353社)であつた。

広報関連の部署が最多

■…メセナ活動を担当した部署は、「広報関

連の部署」158社 (36.0%)が 最も多く、専

任部門では「文化・社会貢献等の専任部署」

が101社 (23.0%)、 「系列の財団」が63社

(144%)であつた。

□ ―「上記以外の部署」はCSR部門や社内横

断的な組織、企画・事業等の部門、メセナ実

施地域の支社などである。

□ ・複数の部署でメセナ活動を担当した企

業は、195社 (44.4%)あ つた。

1～ 3人で行う企業が過半数
■ メセナ活動の担当スタッフ数については、
51.9%の企業が1～3人と回答した。1社当た

りの平均スタッフ数は7.3人である。

■…専任スタッフを置く企業は174社 (39.6%)、

兼任スタッフを置く企業は348社 (793%)
あり、専任・兼任両方のスタッフを置いてい

る企業は93社 (21.2%)で あつた。

□一専任部署の設置率は、「パートナーシッ

プによるメセナを行つた企業」(図 16)では

33.5%、「複合型メセナを行った企業」(図 17)

では35.8%。 専任スタッフを置く企業は同

48.9%、 492%であつた。いずれも全体より

約10ポイント高く、専任体制のもとでより多

様化した活動が行われている。

社会貢献の一環として

地域社会の芸術文化振興のため

長期的にみて自社のイメージの向上につながるため

芸術文化全般の振興のため

自社の企業文化の確立をめざして

社員の質的向上をはかるため

宣伝広告として即効的な成果が期待されるため

他社に対する優位性を得るため

優秀な人材を社員として獲得するため

文化関連業務の事業化を計画しているため

その他

9[74]
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図101メセナ活動の基本方針 [SA′ N=439]
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図111メセナ活動の予算化 [SA/N=439]

文化・社会貢献等の

専任部署

系列の財団

営業関連の部署

宣伝関連の部署

社長室・秘書室

関連の部署

経営企画関連の

部署
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図131メセナ活動の担当スタッフ数 [N=439]   図141専任スタッフの有無 [N=439]

無回答 2.3%[10] 無回答/0人
2.3%[10]

21人以上 6.2%[27]

16～ 20人 27%[12]

11～ 15人 5.7%[25]

5人 5.7%[25]

4メ、8.6%[38]

専任・兼任ともに
置いている企業

4

メセナ活動の基本方針 [図 10]

メセナ活動の担当部署 [図 12]

メセナ活動の担当スタッフ数 [図 13・ 14]

2人

21.996[96]

メセナ活動の予算化 [図 11]

1人

17.596[77]

6～ 10人

16.9% [74]
兼任スタッフのみ

58.196[255]

3人

66.5

55.8% [245社 ]

[353ネ士]

18.4%

12.59る
212% [93]



図151メセナ活動の対象やプログラムの選定方法 [MA/N=439]
0                20

支援対象からの直接要請 (協賛依頼など)

自主的に探し出した

外部からの紹介・依頼

(代理店、行政、マスコミその他 )

関係会社やグループ企業から要請

公募により募集

その他

図161パートナーシップを組んだ相手 [MA/N=233]
「パートナーシップがあった」と回答した企業について集計

0 20

芸術の専門蒙 (文化施設、芸術文化団体、
アーティスト、文化支援組織など)

企業 (複数社で連携して資金提供、

実行委員会を組織して事業実施など)

60%

60%

60%

企業メセナ協議会機関誌 メセナootc 1 2010年 12月 3日発行 [特別り〕1通巻80号 1非売品

芸術団体等からの要請に応え
自らも探す
■ 支援先やプログラムをどのように探した
かきくと、「支援対象からの直接要請」(574%)、

「自主的に探し出した」(41.7%)が、間接的

な支援要請を上回つている。

「芸術の専門家」との

協働広がる
□…メセナ実施企業の53.1%(233社)がパー

トナーシップ*によるメセナ活動を行つた (昨

年度526%)。

■ ・パートナーシップの相手は、「芸術の専

門家」が最多 (652%)。 次いで、「企業」

(45.9%)、 「行政」(36.1%)、 「教育機関」

(27.5%)が 続いた。

*こ こでしヽうパートナーシップとは、名義共催や完全委託で
はなく、ともに主体的に企画や運営に参画すること。

まちづ くり、教 育 と結 び つ くメセナ

□…芸術と他の社会貢献分野を組み合わせ

た「複合型メセナ」は、179社 (408%)で行

われている。

■ どの分野との複合かについては、「まち
づくり・地域活性化」が436%で最も多く、
次いで「青少年教育」(43.0%)「福祉・医療」

(369%)と なつた。

芸術の質の高さ、

自社方針との合致

■ どのような基準でメセナ活動の支援先や
パートナーを選んだかをたずねたところ、「芸

術的な質の高さ」(49.2%)、「自社の活動方

針との合致」(42.4%)を ともに4割の企業

が挙げている。

□ 複合型メセナを行った企業についてみる
と、「芸術的な質の高さ」(581%)、 「対象と

している社会的課題の重要性」(46.9%)を

はじめ、すべての項目において、全体を大き

く上回つており、目的の明確さがうかがえる。

9.8[43]

48_21]

13.7[32]

64■15

行政 (地方自治体、官公庁など)

学校などの教育機関

芸術以外の分野の組織

その他

まちづくり・地域活性化

青少年教育

福祉・医療

国際交流・多文化共生

環境

災害救援・防災

育児支援

スポーツ

科学技術

平和

人権

その他

芸術的な質の高さ

自社の活動方針との合致

市民参加・鑑賞者開発の可能性

対象としている社会的課題の重要性

活動の独自性・希少性

社会的認知度の高さ

活動実績の豊かさ

収支計画や運営面での健全性

活動の先進性

特になし

その他

40

40

40

60%

図171芸術分野と他分野の複合型メセナ [MA/N=179]
「複合型メセナを行つた」と回答した企業について集計

0

■■67[12]

■ ■
61[11]

||||,6[10]

|||15.6[10]

12.2[4]

122[4]

■ 45[8]

図181支援先やパートナーの選定基準 [MA/N=439]

0 20

15.7[69]

82[361

75133i

メセナ活動の対象やプログラムの選定方法 [図 15]

バ…トナーシップによるメセナ活動 [図 16]

芸術分野と他分野の復含型メセナ [図 17]

支援先やバートナーの選定基準 [図 18]

も  Ⅳ16c`nat Report 2010

57.4% [252社 ]

21.2[93]

65.296[1521土 ]

43.6% [78社 ]

28.5[51]

22.3[40]

49.2% [216社 ]

42.4[186]

29.6[130」

27.3[120」

27.1[119」

25.1[110]

21.4[94]

27.5



メセナ活動を何で評価するか [図 19]

企業メセナ協議会機関誌 メセナnotc 1 2010年 12月 3日発行 [特別号]1通巻&)号 1非売品

参 加 者・ 来 場 者 の 評 価 を 重 視

■ メセナ活動を何で評価するかについては、
「参加者・来場者の評価」(645%)、 「参加者・

来場者数」(53.1%)が多く、次いで「社内

の評価」(401%)と なつた。

社会的意義が8割

■一メセナ活動を言呵面する観点については、「社

会に対する効果・影響があつたか」(79.5%)

が最も多く、「設定された目標に対してプログ

ラムが有効と思われるか」(47.9%)、「投入

された経営資源に対して最大の評価が出て

いるか」(366%)と 続いた。

マンパワー提供から

主体的参加ヘ

□ 社員が参加 (支援)したメセナ活動を行つ
たと回答した企業は182社 (41.5%)であつた。

□ ・社員が参加したメセナ活動を行った企業に、

具体的な内容をたずねると、積極的な参加の

実態がうかがえた。(下段)

図191メセナ活動を何で評価するか [MA/N=439]

0            20

参加者・来場者の評価

参加者・来場者数

社内の評価

被支援者 (アーティストほか)の評価

担当者の自己評価

マスコミの評価

ステークホルダー (株主・顧客等)の評価

マスコミの取扱量

専門家の評価

その他

特に評価していない

| プログラムの実施によつて、社会に対する
1    効果・影響があつたか (社会的意義 )

自社ホームページにて活動を紹介

ボスター・チラシ・プログラムを配布

新聞・雑誌・TV・ラジオ等への広報活動

企業PR誌や年次報告書にて活動を紹介

招待券や入場券を配布

新聞・雑誌・TV・ラジオ等に広告出稿

ダイレクトメールを送付

メセナ・社会貢献のバンフレットを作成

その他

特に行わなかつた

17.1[75]

271121

17.8[78]

20

40

40

40

60

60

60

80%

80%

80%

図201メセナ活動を評価する観点 [MA′ N=361]

図19で「評価する基準」をいずれか選択した企業について集計
0            20

自社ホームベージを中心に

情報発信           趣さ喘懃縣輛謝艇郷
■メセナ活動を社|||どの|う |こ発信した   然ぷ0貸1占看お:願1臓踏6
かについては.「自社ホームページにて活動  働睦,た目檬をめ くらし嗅覇雇議3
を紹介」(67.0%)が 最も多く.ほかチラシ等 目晨a馘するために必要ル」頓の

(経碧ig
を配布 (53.3%).新 聞等への広報活動            その他

(490%)が続いた。

図211メセナ活動の社外への発信 [MA/N=439]

3.3[12]

0

メセナ活動における社員参加

(自由記述、179社回答)
●最も多いのは、イベントの「舞台設営」「絵画の搬入」「受付」「会場案

内」「駐車場警備」「障がい者のサポート」など、人手の必要な当日の運

営ボランティアである。社員自身が「オーケストラ派遣」「バンド出演」

など出演者として盛り上げるケースもある。全国展開する小売店では「各

店舗の地域の祭に社員が踊り手で参加」している。

●展覧会やコンサート、講演会を「企画立案から手づくりで」「チラシ作

成、広報集客、進行等」準備段階から手がける活動も多い。「文学賞の

選考」「コンクールの審査員」、ホールや美術館で「週末は運営スタッフ」

あるいは「PR誌の編集」「スケッチ大会の指導者」など、社員ボランティ

アが自社のメセナ活動において主体的な役割を果たしている。

20.0[88]

109_481

64[28_

116151‐

●社外の支援先に対しても「地域芸能にスタッフ参加」「演劇公演の広報、

アンケート集計」「県展の運営委員」ほか多様なかたちがある。「社員に

よる技術指導、発明&デザインの発表など、知財啓発による地域の文化

振興に役立つている」「自治体が進める世界遺産登録に向けた活動を手

伝う」など専門性も光る。

●資金面の貢献も定着している。社員が寄付しやすい社内の募金制度

は多くの企業が導入。「毎年有志の社員から、計400万円以上の寄附が

あり、文化活動の支援に活用」という回答もあつた。社員が募金活動など

お金を集める場合も多く、「寄付する人の多さを社員が直接実感」する

など、成果が生まれている。

メセナ活動を評価する観点 [図 20]

メセナ活動の社外への発信 [図 21]

メセナ活動における社員参加

24.4[107]

22.6[99」

22.1

32.4

53.3



図221メセナ活動で重視した点 [MA]

図231メセナ活動を通じて企業が得たこと[MA]
20

地域との関係がより深まつた 2009年度[N=B9]                        70.6%[310社 ]

2004年度[N=424:‐                      625%[265社 ]~~~~~~

企業メセナ協議会機関誌 メセナnotc 1 2010年 12月 3日発行 [特別号]1通巻80号 1非売品

社会との良好な関係づくりに

手応え

■ ・メセナ実施企業439社にメセナ活動を通

じて得たことをたずねたところ、「地域との関

係が深まった」(706%)が最多であつた。

□一メセナ活動の目的とあわせてみると、「地

域社会の芸術文化振興」と答えた企業の

82.2%が「地域との関係がより深まつた」、「自

社の企業文化の確立をめざし」た企業の

75.9%が「企業イメージ・ブランド価値が向上」

など、目的に沿つた項目でポイントが伸びて

おり、手応えが現れているといえる。

□複合型メセナを行った企業についてみると

「新たな人的ネットワークを得た」(486%)、

「社員が誇りを持つようになつた」(380%)
をはじめ、すべての項目で割合が高く、イン

パクトの広がりがうかがえる。

0 40 60%

芸術文化の啓発・普及

地域文化の振興

青少年への芸術文化教育

若手や評価の定まつていない

芸術家への支援

鑑賞者への支援

国際文化交流

1企
業イメージやブランド価値が向上した

自社について広く知らねるようになつた

|

顧客との関係がより深まつた

新たな人的ネットワークを得た

1 社員が自社に誇りを持つようになつた

295[125]

31.7[139]

328[139]

25.5[108]

236

2004年 度 559%

59.4

日本の伝統芸能の振興       19.8[87]
170[721………

アマチュアヘの支援 ilI塵堕璽理菫璽饉国醜囲|:`

既に定評のある芸術家への支援
EEEIEEEttEI

文化財等の発掘・保存・修復 l■■■■■■■l

1 9.2[391~

同時代芸術の振興
I■■■■17.3[32]
1        9.0[38]

芸術文化の調査・研究 lll■ 5.2123]
7.3[31]

その他
EIIIξζ″ζ

]

60%

55.2[234]

32.8

34.6[152]

29.5[125]・
‐‐‐‐‐

267[113]

26.0 tl 141

18.2117)

本業へのフィードバックがあつた

「

8.9[39]

9.9[42]

就職を希望する学生が増えた llll16.6[29]
5.0[21]

その他 ロ14[6]
1.9[8]

わからない■|■ 4.8[21]
8.5[36]

メセナ活動を行つて印象に残つたエビソード

(自由記述、227社回答 )
●近年急増しているのは、社員が参加を通じて「会社に愛着が持てた」、

営業活動で「メセナにより取引先とのコミュニケーシ∃ンが深まる」との

声が聞かれるなどの回答である。

●「お客様からの高評価」「感謝の手紙」「リピーターの増加」ほかイベ

ントでの手応えは最も多い。「コンサート終盤に来場者や社員が一体と

なつて感動」した話や、メセナの参加者が成長して「子どもを連れてきた」

「社員になつた」事例も複数挙がつている。

●芸術がもたらす変化もインパクトが強い。特に、子ども、お年寄、障が

い者らが、日頃おとなしいのに「いきいきと発言」「飛び出して踊つた」、

落ち着かない人が「集中している」「感想文を全員が書いた」など、周囲

が見たことのない姿で驚かせ、「メセナの可能性、重要性を確信できる」。

●具体的に表彰された実績も多い。地元・文化・教育への貢献、経営評価

など、多方面からの贈賞や、取材が増えることで、より広範囲での認知や

評価が高まつている。また、若手育成を重視する企業にとつて、支援した

アーティストの活躍や団体の受賞もふいにもたらされる大きな歓びになつ

ている。

●総じて、長期的な取り組みが地域とのつながりや企業への信頼を深め

た実感は強い。メセナを通じて「地元から相談される」「地域PRで紹介

される」など「継続的に地域と関わってきたことを地域社会が認識して
|

くれていたと嬉しかつた」、「不祥事で厳しい時期にイベントのアンケー

トや会場スタッフヘ多くの励ましをもらい、メセナによる市民との絆のあ

りがたみを感じた」ほかさまざまな出来事が寄せられた。

メセナ活動を通じて企業が得たこと [図 23]

M6c6nat Report 201O

メセナ活動で重視した点 [図 22]

「青少年への芸術文化教育」

が伸び

■…メセナ活動を行う上で重視した点につい

ては、「芸術文化の啓発・普及」(61.0%)、 「地

域文化の振興」(604%)と の回答が多い。

きた5年前と比べると「青少年への芸術文化

教育」は8ポイント増加している。

37.



メセナ活動において支障となる事柄 [図 24]

企業メセナ協議会機関誌 メセナnotc 1 2010年 12''3日 発行 [特別号]1通巻80号 1非売品

予算・スタッフの不足

■一メセナを行う上で支障があつたと回答し

た企業は267社 (60.8%)で、内訳は「予算

額が少ない」(509%)、 「スタツフ数の不足」

(341%)、 「専門知識をもったスタッフの不足」

(32.2%)と なつた。

□ メ̈セナを「行わなかった」企業221社に

その理由をたずねると、「資金に余裕がない」

(52.0%)、 次いで「スタッフ数に余裕がない」

(38.0%)と なつた。

図241メセナ活動において支障となる事柄 [MA/N=267]
「支障があつた」と回答した企業について集計

0                20

予算額が少ない

スタッフ数の不足

専門知識をもったスタッフの不足

目先のメリットが見込めない

社内の理解がなかなか得られない

税制上の優遇措置がない

情報やノウ八ウがない

担当部署がない

支援したい芸術文化活動が少ない

経営トップが替わると方針が変わる

その他

■■67[18]

■ 45[12]

■37[10]

口
60[16]

40

メセナ実施企業 [N=439]

0         20

メセナ実施企業 [N=384]

0         20

8.1[31]

1.8[7]

60%

40 60%

40 60%

地方自治体の

イニシアティブに期待

■ 芸術文化振興のためにどのセクターが
主体となつて支援していくべきかたずねると、

|

メセナ実施企業439社においては「地方自治

体」(708%)、「企業」(63.8%)、「政府」

(58.8%)の順であつた。 |

■…メセナ未実施企業221社においては「地
|

方自治体」(611%)、「政府」(561%)、「企

業」(41.6%)の 順であつた。

メセナ実施企業の

87。 5%が取り組む
□…メセナ活動以外の社会貢献活動の実施

状況を聞くと、メセナ実施企業では875%(384

社)、 メセナ未実施企業では715%(158社 )

であった。

図251芸術文化振興のためにどこが支援すべきか [MA]

60 40

メセナ未実施企業 [N=221]

20         0

217[48]

o.s 11r 
I

8.6tler I
1.8r4r I

図261メセナ活動以外の社会貢献活動 [MA]
「社会貢献活動を行つた」と回答した企業につしヽて集計
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